
僕の全てが君に重なれば…
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伝えられない想いを込めた瞳は いつもあなたの背中を映して濡れる

伝えきれない言葉はいつも 想いとは裏腹な声となり君を震わす

きっと私は耐えるべきだと 一人は相手のために身を引き

きっと俺は支えるべきだと 一人は相手をいつも励ました

互いが互いを思いやり 二人の心はすれ違う

互いが互いの心求めながら 二人は自ら距離を置いた

こんな悲劇があることを知った

僕が君を大切にすると それは自分を大切にすることで

僕が自分のために生きると それが君のために生きていくことで

僕らの一つが全てにつながり ●

僕らの全てが一つにつながる

それが純粋な愛ってことだろ

一人淋しい暮らしの中で心は ずっと遠くのあなたを想って泣いて

一人残した君を想って 鎖に縛られた体を引きずり生きていく

今の私は何もいらない 一人は全ての未来を捨てた

今の俺は全て失った 一人はあらゆる過去に潰された

互いが互いを胸に秘め 二人の願いは夢になる

互いが互いの笑顔に焦がれても 二人は自分の笑顔捨てた

腐った喜劇を涙が飾る

僕が君を幸せにすると それは自分を幸せにすることで

僕が自分のことを好きだと もっともっと君のことが好きになる

大事な一つは全てを愛して ▲

大事な全てが一つの愛になる

それが本当の愛ってもんだろ

たった一つの簡単な真実で

世界の悲劇は愛に染まるのに
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